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「平成 25 年松前町消防出初式」は 1 月 13
日、松前公園多目的広場で行われ、消防団員
など消防関係者が集い、火災予防意識の決意
を新たにしました。

10 時から行われた式には、松前町消防団、
松前消防署などから約 500 人が参加。オー
プニングセレモニーでは、北伊予中学校吹奏
楽部が演奏を披露し、松前町少年消防クラブ
員が防火標語を掲げて火災予防を呼び掛ける
など、式典に華を添えました。分列行進、車
両行進と続き、最後は一斉放水が披露されま
した。

また、活動に功績があった団員や団体へ
の表彰状伝達も行われ、被表彰者を代表して、
第５分団分団長の水口泉さんは「これからも
さらに消防精神に則り、業務に精励します」
と謝辞を述べました。

表彰された人は次のとおりです（敬称略）。

1年の無火災を誓って
平成 25 年消防出初式

▼ 知事表彰　
第 5 分団　　分団長　水口　　泉
第 4 分団　　副分団長　西村　健二

▼ 愛媛県消防協会長表彰
<竿頭綬 >　
松前町消防団
<功績章 >　 
横田班　　　分団長　日野　　徹
<勤続章 >　
北川原班　　班長　　大川　泰範
新立班　　　団員　　穴山　修三
中川原班　　団員　　加藤　正和
神崎班　　　団員　　髙石　利彦
西古泉班　　団員　　竹田　重光
塩屋班　　　団員　　戒田　康宏
<規律章 >　 
東古泉班　　班長　　三好　　学
横田班　　　団員　　德本　耕治
本部　　　　班長　　髙森　由起
本部　　　　班長　　仙波　里江
<親子団員表彰>　
恵久美班　　団員　　池内　成和
恵久美班　　団員　　池内　克次
<団体感謝状>　
岡田小学校少年消防クラブ
< 家族内助の功労者 >　　　　　

第 2 分団団員夫人　本間　療子
第 6 分団団員夫人　渡部　美穂
第 7 分団団員夫人　仙波　里江
第 8 分団団員夫人　重川　三枝
本団副団長夫人　　嘉村　敦子

▼ 纏会長表彰
第１分団　南黒田班
第６分団　大溝班
第９分団　西高柳班　  　　

▼ 町長表彰  
<個人表彰 >
　（消防団員歴１年以上）

第１分団　北黒田班　矢野　雅之
　　　　　北黒田班　大上　博紀
第２分団　宗意原班　田島浩一郎
第３分団　筒井班　　長岡　正晃
第４分団　徳丸班　　和泉　誠泰
　　　　　中川原班　本田　喬久
　　　　　出作班　　弓達　俊英
　　　　　出作班　　髙都　正富
第５分団　神崎班　　西岡　大成
　　　　　神崎班　　三原　正己
　　　　　神崎班　　金野　佑樹
第６分団　東古泉班　相原　啓司
　　　　　東古泉班　三好　　譲
本団　　　本部　　　山﨑はるみ

本団　　　本部　　　武西　るみ
<優良班表彰>
　（消防団活動で他の模範となる班）

北黒田班　　筒井班
徳丸班　　　出作班
昌農内班　　北川原班
<特別班表彰>
　（県消防操法伊予地区大会出場）

第２分団　　第６分団

▼ 日本消防協会長表彰
　（平成 25 年 2 月受章者）

<表彰旗 >　　
松前町女性消防隊
<精績章 >　　
第４分団　　分団長　藤田　恵三 
<勤続章 >
新立班　　　団員　　京極　　司
出作班　　　団員　　西村　成人
西古泉班　　団員　　重松　美明

㊤団旗のもと、池内勝彦団長以下、団員
らによる分列行進　㊥松前町少年消防ク
ラブ員による火災予防啓発　㊦火点に向
かって勢いよく放水する消防団員

　成人の日を前に 1 月 13 日、「2013 松前町成
人式」が松前総合文化センターで開催され、
対象者 305 人のうち 261 人が出席しました。
　式の受け付けが始まる 12 時 30 分ごろになる
と、振り袖やスーツ姿の新成人たちが続々と集
合。「久しぶり」「元気やった」と旧交を温める
新成人たちでにぎわい、ホールは華やいだ雰囲
気に包まれました。
　式は毎年、公募した新成人による実行委員が
企画・運営しています。今年は、委員長の出海
さんのほか16 人の委員が準備を重ねてきました。
　新成人たちの小学校、中学校時代の写真を
まとめた「思い出のアルバム」の上映では、そ
れぞれの学校の思い出の曲が流れ、肩を抱き
合って歌う新成人の姿も見られ、出席者は皆、
同窓会のような懐かしさに包まれる一時を過ご
していました。

305人が大人の仲間入り
平成 25 年松前町成人式

　姉妹都市である北海道まつまえ町の児童10
人が12 月25日から27日まで本町を訪れまし
た。昨年７月には、当町の児童 9 人がまつまえ
町を訪問し、まつまえ漬けづくり、甲胄着付け
などを体験してきました。
　今回本町を訪れたのは、昨年 7 月に交流した
10 人ということで、松山空港で出迎えた児童は
５カ月ぶりの再会に大喜び。奥道後での夕食会
では、久々の再会に会話が途切れることはあり
ませんでした。
　2日目には、両町の児童19 人で栗田哲志副町
長を表敬訪問。松前町を訪れての感想などを話
し合いました。その後、エミフル MASAKIに移
動し、ショッピングと夕食を楽しみました。その
他、松山城見学、道後散策などを通じて、愛媛
の文化に触れ、さまざまな体験を共有しました。
　お別れ式では、まつまえ町の泰良真鈴ちゃ
んが「愛媛県や松前町のことをたくさん知るこ
とができて楽しかったです。また会えることを
願っています」とあいさつ。子どもたちは「また
ね」「手紙書くね」と涙ながらに声を掛け合い、
何度も抱き合っていました。子どもたちの交流
はこれからも続きます。

ようこそ松前町へ
まさき・まつまえ姉妹都市ふれあい交流事業

㊧初日の奥道後での夕食
会。バイキングを楽しみ
ました　㊨ 2 日目に行っ
た砥部動物園。動物に餌
やりをして楽しむ男の子
たち

㊤庁舎前で記念撮影　㊧
砥部焼の絵付け体験。思
い出の 1 枚が完成です　
㊨最終日の道後温泉駅で
のお別れ式。別れを惜し
み抱き合う女の子たち

㊤思い出の曲を歌う北伊
予校区の新成 人たち　
㊧式典では記念品が当
たる抽選会を実施。当選
者は一言コメント　㊨「は
い、チーズ」
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